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対
象・利
用
範
囲・目
的
の
特
定
が
カ
ギ

サ
プ
ラ
イ
チェ
ー
ン
と
の
知
的
財
産

関
連
契
約
締
結
の
留
意
点

第２章
【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
契
約
の
出
発
点
は「
ど
の
知
財
を・ど
の

範
囲
で・何
の
目
的
で
」使
わ
せ
る
か
の

特
定
に
あ
る
。

●
権
利
帰
属（
特
に
新
た
に
生
ま
れ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
）・目
的
外
使
用
禁
止・再
委
託
制

限
が
三
本
柱
で
あ
る
。

●
Ａ
Ｉ
学
習
利
用
の
可
否
は
、法
律
任
せ
に

せ
ず
契
約
で
明
示
的
に
定
め
る
。

契
約
設
計
の
基
本
枠
組
み

⑴　
ラ
イ
セ
ン
ス
範
囲
の
特
定
―
―

「
何
を
・
ど
こ
ま
で
・
何
の
た
め
に
」

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
知
財
を
使
わ
せ

る
契
約
の
出
発
点
は
、
対
象
の
特
定
で
あ

る
。
①
対
象
知
財（
特
許
番
号
、
図
面
・

仕
様
書
の
リ
ス
ト
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
範
囲
）、

②
利
用
範
囲（
地
域
・
期
間
・
製
品
分
野
・

数
量
）、
③
利
用
目
的（
本
契
約
に
基
づ
く

製
造
の
た
め
に
の
み
、
等
）の
３
つ
を
具

体
的
に
書
き
切
る
こ
と
が
、
後
続
の
す
べ

て
の
条
項
の
前
提
と
な
る
。実
務
的
に
は
、

対
象
知
財
を
契
約
本
体
に
書
き
込
む
の
で

は
な
く
別
紙
目
録
に
切
り
出
し
、
開
示
の

た
び
に
目
録
を
更
新
し
て
開
示
記
録
と
紐

づ
け
る
方
式
が
、
後
の
紛
争
で「
何
を
渡

し
た
か
」を
立
証
し
や
す
く
、
管
理
台
帳

（
第
３
章
）と
も
接
続
し
や
す
い
。

特
許
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
は
、
登
録
を
要

し
範
囲
内
で
実
施
を
専
有
す
る
専
用
実
施

権（
特
許
法
77
）と
、
設
定
行
為
で
定
め
た

範
囲
内
で
実
施
で
き
る
通
常
実
施
権（
同

法
78
）が
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で

の
製
造
委
託
で
あ
れ
ば
、
目
的
・
範
囲
を

限
定
し
た
通
常
実
施
権
の
許
諾
が
基
本
形

と
な
る
。範
囲
の
特
定
が
曖
昧
な
ま
ま「
本

件
業
務
に
必
要
な
範
囲
で
許
諾
す
る
」と

だ
け
書
く
と
、
委
託
終
了
後
の
実
施
や
他

社
製
品
へ
の
流
用
を
争
う
際
の
拠
り
所
を

失
う
。

⑵　
Ｎ
Ｄ
Ａ
と
本
契
約
の
役
割
分
担

秘
密
保
持
契
約（
Ｎ
Ｄ
Ａ
）は
、
取
引
検

討
段
階
で
締
結
さ
れ
る「
入
口
の
契
約
」と

軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
第
１
章「
知

財
の
種
類
ご
と
の
リ
ス
ク（
特
許
・
営
業

秘
密
を
中
心
に
）」⑵
で
み
た
と
お
り
、
営

業
秘
密
の
保
護
を
受
け
る
た
め
の
秘
密
管

理
意
思
の
明
示
と
い
う
法
的
機
能
を
担

う
。
検
討
段
階
の
Ｎ
Ｄ
Ａ
だ
け
で
走
り
出

し
、
本
契
約
に
秘
密
保
持
条
項
を
置
き
忘

れ
る
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
有
効
期
間
が

本
契
約
よ
り
先
に
切
れ
る
、と
い
っ
た「
接

続
の
欠
落
」が
実
務
で
は
散
見
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｄ
Ａ
→
基
本
契
約
→
個
別
契
約
と
い
う

契
約
の
階
層
全
体
で
、
秘
密
保
持
・
目
的

権
法
が
守
っ
て
く
れ
る
範
囲
は
限
定
的
で

あ
り
、
契
約
に
よ
る
手
当
て（
第
２
章
）が

実
務
上
の
中
心
的
な
制
御
手
段
と
な
る
。

営
業
秘
密
に
つ
い
て
も
、
秘
密
管
理
さ
れ

た
情
報
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
利
用
し
て
も
た
だ

ち
に
秘
密
管
理
性
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
Ａ
Ｉ
提
供
事
業
者
等
の
第
三

者
へ
の「
提
供
」と
な
る
場
合
に
は
秘
密
管

理
性
が
否
定
さ
れ
得
る
と
さ
れ
、
委
託
先

の
従
業
員
に
よ
る
Ａ
Ｉ
利
用
ま
で
視
野
に

入
れ
た
統
制
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵　
海
外
取
引
先
―
―
保
護
水
準
の

差
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
の
困
難

前
述
の
と
お
り
、
営
業
秘
密
侵
害
事
犯

の
検
挙
は
令
和
７
年
中
で
38
事
件
と
過
去

10
年
で
最
多
と
な
り
、
相
談
受
理
件
数
も

74
件
と
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
警
察

庁
自
身
が「
外
国
へ
の
技
術
情
報
流
出
の

懸
念
」に
よ
り
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
と
指
摘
し
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
海

外
取
引
先
へ
の
技
術
提
供
は
、
法
域
ご
と

の
保
護
水
準
の
差
、
証
拠
収
集
・
執
行
の

困
難
、
そ
し
て
経
済
安
全
保
障
規
制（
外

為
法
の
技
術
提
供
規
制
等
）と
い
う
３
つ

の
観
点
か
ら
、
国
内
取
引
と
は
質
の
異
な

る
管
理
を
要
す
る
。
詳
細
は
第
３
章
で
扱

う
。


